
まちのわだい

　

筑
西
夏
の
風
物
詩
で
あ
る
「
下
館

祇
園
ま
つ
り
」
初
日
の
31
日
、
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
「
ア
ル
テ
リ
オ
」
前

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
「
ち
く
せ
い
舞
祭

２
０
０
８
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

下
館
青
年
会
議
所
が
創
立
30
周
年

記
念
の
事
業
と
し
て
開
催
。
県
内
各

地
か
ら
13
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
地
元

に
縁
の
深
い
歌
詞
を
取
り
入
れ
た
音

楽
に
合
わ
せ
て
、
華
麗
な
ダ
ン
ス
を

披
露
し
多
く
の
観
客
を
魅
了
し
て
い

ま
し
た
。

　

地
元
筑
西
市
の
「Chiku-saint

（
チ

ク
セ
イ
ン
ト
）」
は
ふ
る
さ
と
特
別
賞

を
獲
得
し
ま
し
た
。
最
後
に
は
参
加

者
全
員
が
筑
西
市
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲

を
踊
り
祭
り
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

夏
の
恒
例
行
事
『
灯
ろ
う
流
し
』

が
８
月
９
日
、
勤
行
川
大
橋
上
流
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
６
時
過
ぎ
に
堤
防
上
の
仮
説

の
祭
壇
で
、
市
内
の
各
寺
院
の
住
職

に
よ
る
読
経
で
は
じ
ま
り
、
家
族
連

れ
や
友
達
同
士
が
連
れ
立
っ
て
、
川

岸
に
設
け
ら
れ
た
流
し
場
か
ら
次
々
と

『
万
霊
供
養
』
と
書
か
れ
た
灯
ろ
う

を
川
に
浮
か
べ
ま
し
た
。
灯
ろ
う
は

川
面
を
ほ
の
か
に
映
し
な
が
ら
ゆ
っ
く

り
と
流
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

灯
ろ
う
流
し
は
、関
東
大
震
災
（
大

正
12
年
９
月
１
日
）
の
犠
牲
者
を
供

養
す
る
た
め
、
そ
の
翌
年
か
ら
金
井

町
の
有
志
が
は
じ
め
た
も
の
で
、
今
年

で
85
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
内
に
編
集
局

を
設
け
、
市
民
が
記
者
を
体
験
す
る

移
動
編
集
局
（
茨
城
新
聞
社
主
催
）

が
７
月
31
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

筑
西
市
で
市
民
記
者
も
勤
め
る
小

石
川
功
さ
ん
（
飯
島
）
と
古
谷
久
美

子
さ
ん
（
西
谷
貝
）
が
新
聞
記
者
を

体
験
。
小
石
川
さ
ん
は
、
浪な
み

切き
り

不
動

尊
・
北
向
き
地
蔵
の
江
戸
坂
沿
い
に

あ
る
隠
れ
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
取

材
。
一
方
、
古
谷
さ
ん
は
地
元
の
洋

画
家
で
あ
る
飯
泉
俊
夫
さ
ん
を
取
材

し
ま
し
た
。
翌
日
に
は
新
聞
記
事
と

な
る
た
め
、
記
者
を
経
験
し
た
２
人

は
「
短
時
間
で
の
原
稿
作
成
は
大
変

で
し
た
が
い
い
経
験
が
で
き
ま
し

た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

震災の霊に手
た む

向ける川面の灯り
勤行川で恒例の「灯ろう流し」

踊りでまつりを盛り上げる
筑西市で初めて舞祭を開催

市民が１日新聞記者を体験
茨城新聞社で移動編集局を設置
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元
読
売
巨
人
軍
の
石
井
浩ひ

ろ
お郎
選
手

と
後
藤
孝こ
う
じ志
選
手
に
よ
る
少
年
野
球

教
室
が
、
8
月
６
日
、
協
和
の
杜
運

動
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

教
室
に
は
、
協
和
地
区
の
野
球
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
選
手
た
ち
が
参

加
。
元
々
は
投
手
だ
っ
た
と
い
う
後

藤
孝
志
選
手
は
、
ボ
ー
ル
の
持
ち
方

か
ら
肘ひ
じ

の
使
い
方
な
ど
基
本
の
投
球

フ
ォ
ー
ム
を
指
導
。豪
快
な
バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
フ
ォ
ー
ム
で
球
界
を
沸
か
せ
た

石
井
浩
郎
選
手
は
、
バ
ッ
ト
の
持
ち

方
や
足
の
上
げ
か
た
な
ど
を
丁
寧
に

指
導
し
ま
し
た
。
ま
た
、
試
合
形
式

の
練
習
で
は
、
プ
ロ
の
選
手
に
見
て

も
ら
え
る
と
あ
っ
て
子
ど
も
た
ち
は

い
き
い
き
と
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

市
内
７
校
の
中
学
校
生
徒
会
で
構

成
す
る
「
筑
西
ジ
ュ
ニ
ア
虹
色
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
が
８
月
６
日
、
市
民
会

館
で
開
催
さ
れ
、
生
徒
や
保
護
者
な

ど
約
千
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

全
体
会
議
で
は
各
学
校
の
生
徒
会

活
動
や
県
総
体
の
競
技
会
会
場
で

行
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動
な

ど
を
報
告
。
ま
た
、「
中
学
生
と
携
帯

電
話
」を
議
題
と
し
た
討
論
会
で
は
、

「
購
入
し
た
と
き
の
目
的
と
実
際
の

使
い
方
が
違
っ
て
い
る
」、「
メ
ー
ル

な
ど
で
実
際
に
嫌
な
思
い
を
し
た
」

な
ど
の
意
見
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
携
帯
電
話
よ
り
も
心
の

つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
強
調
し
た

「
筑
西
ジ
ュ
ニ
ア
宣
言
」
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

　

ひ
た
ち
な
か
市
文
化
会
館
で
開
催

さ
れ
た
、
第
48
回
県
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
で
関
城
吹
奏
楽
団
（
秋
山
祐

也
団
長
）
が
一
般
の
部
で
金
賞
を
受

賞
、
ま
た
各
部
門
で
最
も
優
秀
だ
っ

た
団
体
に
贈
ら
れ
る
朝
日
賞
も
あ
わ

せ
て
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
楽
団
は
関
城
中
学
校
の
吹
奏
楽

部
で
活
躍
し
た
卒
業
生
た
ち
を
中
心

に
平
成
７
年
に
結
成
。
秋
山
団
長
は

「
演
奏
を
続
け
ら
れ
る
の
は
、
練
習

会
場
を
提
供
し
て
く
れ
る
筑
西
市
の

お
か
げ
で
す
。
市
の
行
事
な
ど
に
も

で
き
る
だ
け
出
演
し
て
、
恩
返
し
が

し
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

９
月
に
は
県
代
表
と
し
て
東
関
東
大

会
に
臨
み
ま
す
。

華麗なプロの技にため息

生徒会活動に自信と誇り

関城吹奏楽団が金賞

元プロ野球選手が少年野球教室

中学校生徒会「筑西ジュニア虹色ネットワーク」

第48回県吹奏楽コンクールで11年連続
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広げよう  どうぞの気持ちと  車間距離
秋の全国交通安全運動…9月21日（日）〜9月30日（火）

高齢者の交通事故防止

飲酒運転の根絶

夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の事故防止

全ての座席のシートベルトと
チャイルドシートの正しい着用の徹底

　秋の全国交通安全運動が、9月 21 日（日）から 9月 30 日（火）
までの 10 日間実施されます。今回は、年々厳しさを増す高齢
者の交通事故情勢に的確に対処するため、「高齢者の交通事故
防止」を運動の基本として、交通事故防止の徹底を図ります。

▶高齢者を見かけたら、その行動に充分注意し、減速、徐行、一時停止
　するなど思いやりの運動に努めましょう。
▶高齢運転者標識（高齢者マーク）を付けた車両の保護に徹した運転を
　しましょう。
▶高齢運転者は高齢運転者標識を表示し、自己の運転適応能力に応じた
　運転を実践しましょう。

▶全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの着用を確認してから
　運転を開始することを習慣づけましょう。
▶幼児を乗車させるときは、チャイルドシートの正しい着用に努めま   
　しょう。
▶幼児の体格にあったチャイルドシートを使用するとともに、正しい取
　付をしましょう。

▶歩行者・自転車やほかの車両に自車の接近を知らせるため、早めのラ
　イト点灯を励行しましょう。
▶夕暮れ時や夜間は、歩行者や自転車などが見えにくいので、スピード
　を抑え、周囲に気を配った運転をしましょう。
▶ライトの上下切り替えを行い、対向車、歩行者がない場合は上向きで
　走行しましょう。

▶飲酒運転の悪質性や危険性を自覚して交通ルールを守りましょう。
▶飲酒を伴う会合などには、車を運転していかないようにしましょう。
　また、飲酒した翌日にも、アルコールの影響があることを認識しましょう。
▶飲酒運転による交通事故の悲惨さを認識し、「飲酒運転は絶対にしな
　い」という強い信念を持ちましょう。

『シルバー無事故・無
違反チャレンジ100』
参加チーム募集 !!
　65 歳以上の人・３人１組で、無事故・

無違反をめざす参加チームを募集しま

す。100 日間の無事故・無違反を達成

したチームの中から抽選で 20 チーム

に旅行券をはじめ県産品などの商品を

プレゼントします。

■募集期間＝ 9 月 30 日（火）まで

■参加資格＝県内在住の 65 歳以上の

人で、運転免許証を持っており、日常

的に自動車などを運転している人（原

付も可）

■賞品・記念品＝◇達成チーム全員に

達成証と記念品◇達成チームの中から

抽選で 20 チームに賞品をプレゼント

☆特賞（１チーム旅行券６万円相当）

☆１等（５チーム旅行券３万円相当）

☆そのほか県産品など 14 チーム

■問い合わせ　茨城県生活文化課

　☎０２９−３０１−２８４２

  http://www.anzen.pref.ibaraki.jp

【交通安全キャンペーン】中学生たちが「冷たいおしぼ
り」をドライバーに手渡し、安全運転を呼びかけました。

問市交通安全対策協議会（市民安全課内☎ 458）、筑西警察署 ☎ 24-0110

10

JR下館駅北口前☎ 0296-25-5380

一人ひとりが伸びる究極の個別指導システム

下館駅北口前に開校！
１レッスン 80分授業
月謝 5,000 円〜 8,000 円

（茨城県第１号）

集団授業ではなく、自分の
ペースで勉強したい生徒

無料体験授業実施中

下館駅北口前に開校！

ニッケンアカデミー教室

アルテリオ

志学教育センター

スピカ

市役所

下館駅

板谷波山記念館

東進衛星予備校

玉戸←

P

→協和



と女
男 す て き に ハ ー モ ニ ーひと

ひと

新しい自分・発見のススメ
　働いている皆さんは毎日をどのように過ごしています
か？仕事だけの毎日だとしたら、非常にもったいない話で
す。仕事は大切なことですが、あまり偏りすぎると、自
分にとって大切なものを見失ってしまいがちです。
　家庭に、地域にそして自分に目を向けてみましょう。家
族と過ごす時間をできるだけ増やせば、子どもの成長を
感じたり悩みを聞いてあげる事が出来ますし、夫婦の会
話を重ねることで絆を強くすることが出来ます。
　地域においては、行事等に積極的に参加してみること
をお勧めします。普段話していない人と交流を深めたり、
地域の課題に取り組むことによって地域の住民であるこ
とに愛着と誇りを持てるようになるでしょう。
　また、個人として学習や趣味に励んだり、健康管理の
ために休養や運動をするのもよいでしょう。自分の時間
をしっかりと持つことは精神的にも良いことですし、何

男女共同参画社会に関する
ご意見をお寄せください。
男女共同参画課（℡23-1600）

高齢者を狙った悪質商法に注意 !!
全国で高齢者を狙った ｢訪問販売によるリフォーム工事 ｣や ｢強引な訪問販売 ｣などの被害が多く発生していま
す。筑西市内でもひとり暮らしの高齢者が訪問販売業者に高額な商品を買わされるという相談が複数あります。
悪徳商法の手口には、さまざまなものがあります。次の商法をご確認いただき、被害に遭わないように気をつけ
ましよう。

まずはその業者が、正当な業者なのか、悪徳業者なのか
を見極める必要があります。
もしも被害にあったら、おかしいと思ったら、けっして
ひとりだけで考えず、消費生活センターにご相談下さい。

問い合わせ先
筑西市消費生活センター（スピカビル 4階）
TEL：21 − 0745　　FAX：21 − 0746
※受付相談は火、木、金の9時〜16時（昼休みは除く）

その他、高齢者の弱みに付け込んだ商法が横行しています。
しかし、高齢者はこのような手口に気づかず、大切なお金を
支払い続けてしまうケースが多いのです。

より本人が豊か
な気持ちになれ
ます。
　これらは、考
えることはでき
ても実行に移せ
ていないのが多
くの皆さんの本
音でしょう。仕
事一辺倒でない
自分をつくるこ
とは自分がハッ
ピーになるだけでなく周りの人々もハッピーにする効果を
持っています。この際、思い切って行動を起こしてみて、
新しい自分を発見してみませんか？

電話勧誘
訪問業者が高齢者の自
宅にやってきて、強引
な勧誘や長時間に及ぶ
勧誘などを行う

家庭訪販
高齢者の自宅へ電話を
かけ、商品やサービス
を強引に勧誘する

点検に来たと言って訪
問し、水質に問題があ
る・ふとんにダニがい
るなど不安をあおって
商品やサービスを販売
する商法

点検商法 睡眠商法
閉め切った会場に人を
集め、日用品などをた
だ同然で配って雰囲気
を盛り上げた後、最終
的に高額な商品を契約
させる商法

もし、このような商法に巻き込まれたら？
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図書館へ行こう
◆
お
な
じ
み
の
家
庭
料
理
５
５
２
品
の
栄

養
価
を
掲
載
。
全
メ
ニ
ュ
ー
、
す
ぐ
に
作

れ
る
レ
シ
ピ
付
き
。「
五
訂
増
補
食
品
成

分
表
」
の
デ
ー
タ
対
応
の
改
訂
版
。
ダ
イ

エ
ッ
ト
、メ
タ
ボ
対
策
に
お
す
す
め
で
す
。

◆
中
島
デ
コ
さ
ん
の
マ
ク
ロ
ビ
ご
飯
、
土

井
信
子
さ
ん
の
ほ
っ
と
す
る
家
庭
の
味
な

ど
、
毎
日
の
食
事
を
大
事
に
す
る
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
と
レ
シ
ピ
を
紹
介
。
体
に
い
い

レ
ス
ト
ラ
ン
＆
カ
フ
ェ
カ
タ
ロ
グ
も
収
録
。

◆
毎
日
野
菜
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う
、
い
ろ

い
ろ
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
サ
ラ
ダ
を
紹

介
。
作
り
置
き
の
で
き
る
サ
ラ
ダ
、
お
か

ず
サ
ラ
ダ
、
お
も
て
な
し
サ
ラ
ダ
ま
で
、

全
１
０
０
レ
シ
ピ
収
録
。

◆
ま
っ
か
な
ち
っ
ち
ゃ
い
き
か
ん
し
ゃ
が
す

す
み
ま
す
。「
き
ょ
う
は
ル
ー
ト
が
ち
が
う

ぞ
。
あ
お
し
ん
ご
う
を
ど
ん
ど
ん
行
っ
て
く

れ
」ど
ん
ど
ん
行
く
と
、ト
ン
ネ
ル
、海
の
下
、

外
国
と
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
を
通
っ
て
…

◆
地
震
や
津
波
、
沖
へ
流
さ
れ
る
離り

が
ん
り
ゅ
う

岸
流

な
ど
、
災
害
の
し
く
み
や
対
処
法
を
図
や

マ
ン
ガ
で
説
明
し
た
本
。
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
や
雷
ま
で
の
距
離
の
は
か
り
方
、
停
電

時
に
蛍
光
灯
を
光
ら
せ
る
方
法
な
ど
。

◆
『
赤
毛
の
ア
ン
』『
風
と
共
に
去
り
ぬ
』

な
ど
16
の
作
品
に
つ
い
て
、
作
品
の
舞
台

と
作
者
ゆ
か
り
の
土
地
を
訪
れ
た
エ
ッ
セ

イ
集
。
現
地
の
美
し
い
写
真
や
旅
の
デ
ー

タ
、
関
連
資
料
も
紹
介
。

今月のおすすめ本
中 央 図 書 館

明 野 図 書 館

シンプルサラダ
１００

科学でそなえて防
災！大百科私の青春文学紀行

体が喜ぶ、毎日のご
飯。

家庭のおかずのカロ
リーガイド 五訂増補

あおだ すすめすすめ
まっかなちっちゃいきかん
しゃのぼうけん
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図書館イベント情報

★赤ちゃん向け読み聞かせ
▶日時＝９／ 25（木）午後１時～
３時　▶場所＝中央図書館　おはな
しコーナー　▶内容＝ブックスター
ト・スタッフのみなさんが赤ちゃん
むけ絵本の読み聞かせをします。
★読書週間企画展「読み聞かせをは
じめませんか？」
▶期間＝９／ 19（金）～ 11 ／ 19（水）
▶場所＝中央図書館　１階カウン
ター前　▶内容＝読書週間と、11
／５、６に開催する読み聞かせ出前
講座に合わせて、読み聞かせの本を

展示・貸出します。
★図書館開館 10 周年記念行事「読
み聞かせの技法講座」受講者募集
▶日時＝ 11 ／５（水）、６（木）午
前 10 時～午後３時 30 分　▶会場＝
筑西市立中央図書館　視聴覚室
▶内容＝茨城県立図書館の出前講座
です。演習を通して、読み聞かせの
会場の設営の仕方などの技法を習得
します。　▶講師＝有田道子氏　▶
対象＝読み聞かせのさまざまな技法
を身に付けたい方　▶募集定員＝60
人　▶募集方法＝往復はがき、電子
メールでの申し込み。ただし、２日
間とも参加できる方のみ。　▶募集
期間＝ 10 ／ 22（水）まで

★明野図書館　おはなし会　
９／ 14（日）　｢ ふとんやまトンネ
ル」「はじめてのおるすばん」
９／ 21（日）　「でこちゃん」「すて
きな三にんぐみ」　▶日時＝午後３
時～　▶場所＝明野図書館児童室
★明野図書館所蔵品展
光と影の造形詩人・藤城清治の作品
12 点を展示します。
「藤城清治　影絵の世界　～ほるぷ
出版「藤城清治傑作選」より～」
▶期間＝９／６（土）～ 14（日）
午前 10 時～午後６時
（ただし、８日（月）は
休館）　▶場所＝明野図
書館開架フロア
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